
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
旧
年
中
は
色
々
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
本
年
も
よ
ろ
し
く
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
二
〇
一
六
年
は
政
治
的
に
世
界
中
で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆
迎
合
主
義
）
の

台
頭
が
目
立
っ
た
年
で
し
た
。

本
来
は
無
難
な
道
を
選
び
た
い
が
、
少
し
意
地
悪
に
相
対
す
る
路
線
を
支
持
し
た
所
が

「
そ
ん
な
は
ず
で
は
無
か
っ
た
」
道
が
選
ば
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
日
本
は
中
庸
路
線
が
ま
だ
し
っ
か
り
と
根
を
張
っ
て
い
る
が
、
海
外
は
貧
富
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

一
人
一
票
の
選
挙
制
度
で
は
こ
の
傾
向
は
し
ば
ら
く
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
企
業
は
長
年
に
わ
た
っ
て
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
重
み
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
政
治
は
任
期
が
決
め
ら
れ
て

お
り
米
国
八
年
、
韓
国
五
年
、
中
国
十
年
と
世
代
交
代
が
促
進
さ
れ
て
行
き
ま
す
。
政
治
の
変
化
も
多
少
な
り
影
響

は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
今
年
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
自
社
企
業
文
化
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
九
年
　
元
旦
　
ア
サ
ヒ
装
設
株
式
会
社
　
　
山
本
洋
志
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昨
年
末
に
続
け
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
の
訪
問
と
は
違
い
、
各
国
の
成

長
の
著
し
さ
と
そ
の
国
民
性
の
違
い
を

肌
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
。
南
国
の

人
々
の
穏
や
か
な
気
質
に
加
え
成
長
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
、
日
本
も
う
か
う

か
し
て
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
さ

せ
ら
れ
た
。

☆
バ
ン
コ
ク
☆

　
プ
ミ
ポ
ン
国
王
が
1
0
月
1
3
日

に
逝
去
さ
れ
た
。
7
0
年
の
在
位
期
間

は
国
王
と
し
て
国
民
に
愛
さ
れ
る
「
父

親
」
と
し
て
の
存
在
で
あ
っ
た
。
国
王

逝
去
の
場
合
は
「
一
週
間
は
経
済
が
混

乱
す
る
。」
と
も
言
わ
れ
た
が
、
現
政

権
の
素
早
い
対
応
で
大
き
な
混
乱
も
な

く
経
済
活
動
は
平
常
に
戻
り
つ
つ
あ

る
。
王
位
継
承
も
ス
ム
ー
ズ
に
早
期
に

行
わ
れ
た
こ
と
は
吉
と
で
る
で
あ
ろ
う

し
、
特
に
経
済
人
の
心
中
に
あ
っ
た
課

題
が
一
つ
ク
リ
ア
に
な
っ
た
こ
と
で
、

こ
の
国
の
経
済
発
展
は
加
速
度
的
に
前

進
を
見
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
5
0
0
0

Ｕ
Ｓ
ド
ル
を
超
え
た
こ
の
国
で
は
急
速

に
内
需
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
傾
向
が
あ

る
。
今
ま
で
は
バ
ン
コ
ク
中
心
部
の
開

発
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
バ
ン
コ
ク
周

辺
部
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

高
級
住
宅
街
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
始

ま
っ
て
き
て
い
る
。
同
時
に
、
隣
接
す

る
４
カ
国
の
国
境
周
辺
の
都
市
で
は
、

内
需
拡
大
と
労
働
者
確
保
と
隣
国
市
場

へ
の
進
出
を
目
指
し
た
企
業
進
出
も
始

ま
っ
て
い
る
。

　
展
示
会
場
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
て
展
示
面
積
が
約
４
０
％
の

増
床
と
な
り
、９
ホ
ー
ル
全
体
で
６
４
，

０
０
０
㎡
に
な
っ
た
。
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
の
東
館
（
新
東
館
を
含
む
）
と
ほ

ぼ
同
等
の
面
積
を
有
す
る
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
あ
る
。
A
S
E
A
N
の
Ｈ
Ｕ
Ｂ
と

し
て
ま
す
ま
す
そ
の
地
位
が
高
ま
る
。

A
S
E
A
N
再
考

特集

　

経
済
成
長
が
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
。「
中
国
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
か

ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
へ
変
革
が
始
ま
る
。

バンコクを走る BTS（高架鉄道）、MRT（地下鉄）、
ARL（エアポートリンク）。路線図は東京や大阪
と同じように網の目のようである。電車もホー
ムも近代的で美しい。

バンコクの新ナイトスポット「アジアティーク 
ザ リバーフロント」は、倉庫跡地を際建築して
作られた今一番話題のマーケット。
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☆
ミ
ャ
ン
マ
ー
☆

　

旧
国
名
「
ビ
ル
マ
」の
こ
の
国
は
長

年
に
わ
た
り
軍
事
政
権
が
権
力
を
持
っ

て
い
た
が
、
昨
年
3
月
に
ア
ウ
ン
サ

ン　
ス
ー
チ
ー
氏
に
率
い
ら
れ
た
国
民

民
主
連
盟
が
政
治
的
主
導
権
を
得
て
、

急
速
に
民
主
化
の
流
れ
が
加
速
さ
れ
て

き
た
。
交
通
ル
ー
ル
は
昔
は
左
側
通
行

で
あ
っ
た
が
世
界
標
準
を
採
用
す
る
と

し
て
突
然
右
側
通
行
に
な
っ
た
。
日
本

と
も
馴
染
み
が
深
い
こ
の
国
で
は
右
ハ

ン
ド
ル
の
日
本
車
が
使
わ
れ
て
い
た
の

で
、
現
在
で
も
右
ハ
ン
ド
ル
右
側
通
行

と
言
う
奇
妙
な
国
で
あ
る
。

　
展
示
会
等
に
行
っ
て
み
る
と
、
年
配

の
人
々
に
日
本
語
で
声
を
か
け
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
文
法
的
に
も
日
本
語
と

同
じ
事
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
現
在
は
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
開
け

た
国
で
あ
り
、
東
西
回
廊
や
南
部
回
廊

の
全
線
開
通
時
に
は
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム

の
西
欧
向
け
輸
出
が
一
気
に
加
速
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
向
け
の
人
材
派
遣
事
業
も
始

ま
っ
て
き
て
お
り
、
ビ
ル
マ
時
代
か
ら

の
親
日
的
な
感
情
か
ら
も
受
け
入
れ
企

業
が
増
え
て
き
て
い
る
。

☆
ベ
ト
ナ
ム
☆

　
南
北
に
長
い
こ
の
国
は
共
産
主
義
の

北
ベ
ト
ナ
ム
と
民
主
主
義
の
南
ベ
ト
ナ

ム
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
で
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
が
勝

利
し
て
1
9
7
6
年
に
社
会
主
義
共

和
国
と
し
て
南
北
統
一
が
さ
れ
た
。
首

都
ハ
ノ
イ
は
政
治
の
中
心
地
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
は
経
済
の
中
心
地
的
な
意
味
合
い

で
成
長
し
て
き
た
。

　
2
0
数
年
前
の
タ
イ
と
同
じ
く
欧

米
や
中
国
・
韓
国
か
ら
の
観
光
客
が
押

し
寄
せ
て
く
る
一
大
リ
ゾ
ー
ト
地
に
変

貌
し
て
い
る
。
特
に
韓
国
か
ら
の
渡
航

が
多
く
、
高
級
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
多
く
は
「
Ｌ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ　
Ｍ
ａ

ｒ
ｔ
」
で
あ
り
、
日
本
と
同
じ
水
準
の

品
揃
え
が
進
ん
で
い
る
。

　
日
本
へ
人
材
を
派
遣
す
る
会
社
で
は
、

受
け
入
れ
企
業
と
１
０
月
頃
に
個
人
と

家
族
面
接
を
行
う
。
内
定
さ
れ
た
人
材

を
先
ず
は
軍
隊
で
精
神
力
を
判
断
し
、

そ
の
後
寄
宿
舎
で
半
年
間
の
日
本
語
と

日
本
の
習
慣
を
教
育
し
て
派
遣
さ
せ
る

と
の
事
。
近
く
に
あ
る
日
本
で
使
用
さ

れ
る
広
告
媒
体（
チ
ラ
シ
）
の
校
正
現

場
で
は
、
７
割
の
人
が
日
本
語
が
分
か

ら
な
い
状
態
で
校
正
作
業
に
い
そ
し
ん

で
お
り
、
詳
細
な
指
示
書
も
な
い
中
で

仕
事
を
し
て
い
る
雰
囲
気
を
見
る
と
、

奇
妙
さ
も
感
じ
る
。

☆
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
☆

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
最
大
の
約
2.
6
億

人
も
の
人
口
を
有
す
る
国
で
あ
る
。

1
万
3
4
6
6
も
の
島
国
で
構
成
さ
れ

る
こ
の
国
で
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
が
あ

る
ジ
ャ
ワ
島
に
は
日
本
と
同
じ
1
億

2
4
0
0
万
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
イ

ス
ラ
ム
教
徒
が
人
口
の
7
5
％
を
占
め

る
こ
と
の
国
で
は
「
ハ
ラ
ル
」
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
食
文
化

と
し
て
「
ア
ル
コ
ー
ル
の
禁
止
」「
豚

肉
の
禁
止
」
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
特
に
食
品
発
酵
過
程
で
は
ア
ル
コ
ー

ル
が
発
生
す
る
の
で
、
飲
料
だ
け
で
な

く
調
味
料
全
般
で
注
意
が
必
要
だ
。
国

と
し
て
は
イ
ス
ラ
ム
国
家
で
は
な
く
、

政
府
は
宗
教
の
自
由
を
認
め
て
い
る
。

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
人
口
よ
り
車
の
数

が
多
い
と
言
わ
れ
る
位
の
交
通
渋
滞
が

慢
性
化
し
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
も
「
ブ

ル
ー
バ
ー
ド
」
が
定
番
で
あ
る
が
、
現

在
で
は
料
金
が
約
2
倍
の
高
級
車「
シ

ル
バ
ー
バ
ー
ド
」
も
安
心
料
込
み
で
運

用
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
初
め
て
「
S
i
a
l    
I
n
t
e

r
F
o
o
d   

I
n
d
o
n
e
s
i
a 

2
0
1
6
」
に
タ
イ
製
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー

を
展
示
し
た
が
、
来
場
者
に
は
女
性
が

多
く
目
立
っ
た
。
又
、
マ
イ
ク
で
激
し

く
宣
伝
し
合
う
シ
ス
テ
ム
に
は
驚
き
を

感
じ
得
な
い
。
想
像
し
た
以
上
に
揚
げ

物
の
文
化
が
強
く
根
付
い
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
た
。

　
何
よ
り
も
、
ど
こ
の
国
に
お
い
て
も

こ
ん
な
揚
げ
物
を
作
り
た
い
と
い
う
熱

を
感
じ
た
。
経
済
の
成
長
あ
る
と
こ
ろ

に
、
食
文
化
の
発
展
あ
り
き
で
あ
る
。

1. ベトナムでは急速に近代化が 
進んでいる。
2. ホーチミンの Lotte Mart。
リゾート地であるダナンには外
資系のショッピングセンターが
次々に参入している。
3. ミャンマーの展示会はまだ質
素であるが堅実さを感じさせる。
4. ジャカルタ北部の飛行場の跡
地に作られた展示会場は壮大な
規模であり、会場の外までもが
お祭りの様な賑わいである。
5. 急成長するジャカルタは、の
どかな原風景と高層ビル郡が混
在している。

1

2 3

4

5

国　名 タイ インドネシア ベトナム ミャンマー マレーシア カンボジア ラオス
人  口

100 万人 68.84 255.46 91.68 51.85 31.19 15.54 7.03
GDP/ 国

億 US$ 3,784 8.885 1.862 643 3.269 167 118
GDP/ 人

US$ 5,519 3,492 2,052 1,204 10,933 1,090 1,760



　冬の金沢は「雪」「荒波」「寒波」と観光客
にはあまり評判が良くありませんでした。地
元の人々にとっては「甘エビ」「寒ブリ」「加
能ガニ」「蕪寿司」と美味しい物が目白押し。
　そんな観光対策で始まったのが「フードピ
ア金沢」。「食物 =Food（フード）」と「風土」
を掛け合わせた響きを持つ今年、32 回を迎
える食の祭典です。現在は雪が降ることも殆
ど無くなり、雪が積もった兼六園で雪吊りが
見られれば超ラッキーです。

「冬こそ “ いしかわ ” 食三昧　／
                     フードピア金沢 2017」
http://www.kanazawa-cci.or.jp/food/

会期 : 平成 29 年 2月1日から 2 月 28 日まで
場所 : 石川県＆金沢市の全域で開催
アクセス : 札幌から飛行機で約 1 時間 30 分
　　　　　東京から新幹線で 2 時間 28 分
　　　　　大阪より特急で 2 時間 29 分
　　　　　福岡から飛行機で約 1 時間 20 分

オーブンは評判の
インピンジメント型エアフォースオーブン
　・幅方向に焼ムラが出ないので品質が安定。
　・ロングノズルで不定型な食材でも表面品質がアップ。
　・吹き出しノズルが引き出しやすい洗浄性向上。

焦げ目付け機は好評版の赤外線方式
　・炉端焼きの風味を出す柔らかい焼き目。
　・自動点火方式も選択可能。
　・食材に合わせて高さ調整が可能。
　・炙り方式も選択可能です。
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エアフォースオーブン＋焦げ目付け機新発売
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連続式オーブンを入れたい！
　         でもＨＩ-ＣＯＯＫ製品は幅が広くて・・・・

そんな方に　
  　エアフォースオーブン＋焦げ目付け機の幅狭タイプ登場

本社・工場　　　TEL  076（275）8159
水島研究所 　　  TEL  076(277)8159
東京営業所　　　TEL  03（3453）8159
大阪営業所　　　TEL  06（7662)8159
福岡営業所　　　TEL  092（574）1802

〈代理店〉
北海道地区（有）ヤスダ TEL  011（785）1768
東北地区（有）明恒装設 TEL  022（363）2521
千葉地区（株）京葉フーズマシーン TEL  043（262）8466
北陸地区（有）イセ商事 TEL  076（248）0391
静岡地区（株）SK システム TEL  054（281）8581

〈関連会社〉
（株）HI-COOK　　　　　　　　   TEL (+81) 076（293)8159
（株）アサヒエンジニアリング           TEL (+81) 044（766）0886
韓国アサヒ装設（株 ）                   TEL (+82)  031（695）7911
江蘇好烤克食品机械有限公司      TEL (+86) 021（6219）9676
Hi-Cook（Thailand）Co.,Ltd    TEL (+66)  02（136）3180


